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を
垂
れ
る

稲
穂
か
な
」
の
句
を
挙
げ
な
が
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驕
る
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と
な
く
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め
る
人
々
の
た
め
に
勉
学
に
勤

し
む
よ
う
に
と
仰
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。
ひ
と
え
に
謙
虚
さ
を
旨
と
す
る
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の
お
人
柄
の
表
れ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
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学
出
身
者
・
関
係
者
に
は
大
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以
外

に
も
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虚
な
方
が
多
く
、
お
そ
ら
く
先
生
の

お
気
持
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わ
っ
て

い
る
の
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は
な
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ょ
う
か
。
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に
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ま
で
の
経
緯
に
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い
て
伺
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機

会
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
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そ
こ
に
は
並
々
な

ら
ぬ
労
苦
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
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学

部
の
開
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に
は
じ
ま
り
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医
・
歯
学
部
の
教

育
・
研
究
部
門
の
移
転
、病
院
用
地
の
整
備
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
運
用
開
始
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス

の
実
現
が
着
々
と
進
ん
で
お
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ま
す
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新
た

に
災
害
時
地
域
医
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支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
の

建
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も
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ま
っ
て
お
り
ま
す
。
大
堀
先
生
を

は
じ
め
と
す
る
幾
多
の
先
人
の
播
か
れ
た
種

が
ま
さ
に
花
開
こ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
、
矢
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・
内
丸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
病
院

施
設
の
整
備
等
、
将
来
に
わ
た
っ
て
益
々
発

展
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
圭
陵

会
会
員
の
皆
様
に
は
一
層
の
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
山
崎
健
、
安
藤
禎
紀
、
藤
本
康
之
）
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ド
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ヘ
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進
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を

進
め
て
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ま
し
た
。
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三
〇
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医
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大
学
附
属
病
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ド
ク
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ー
ヘ
リ
基
地
ヘ
リ
ポ
ー
ト

が
矢
巾
キ
ャ
ン
パ
ス
附
属
病
院
移
転
用
地
内
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ポ
ー
ト
完
成
後
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
の
度
五
月

八
日
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
本
格
運
航
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
広
大
な
岩
手
県
の
全
域
を
三
十
分
以
内
で
結
ぶ
こ
と
と
な
り
、

岩
手
県
民
の
大
き
な
期
待
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寄
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れ
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お
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す
。
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ヘ
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パ
ッ
ト
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備
格
納
庫
、
融
雪
設
備
ヘ
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ポ
ー
ト
、

運
航
管
理
事
務
室
、
医
師
待
機
室
、
看
護
師
待
機
室
、
地
下
燃
料
貯
蔵
庫　
等

◯　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
機
体
概
要
（
ユ
ー
ロ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
社
製　
Ｅ
Ｃ‒

一
三
五
）　

全
長
一
二
・
一
六
m
、
前
幅
一
〇
・
二
〇
m

最
大
巡
航
速
度　
時
速
二
五
四
㎞
、
航
続
距
離
六
三
〇
㎞
、
搭
乗
定
員
六
名
、

搭
載
医
療
機
器
…
人
工
呼
吸
器
、
吸
引
器
、
患
者
監
視
モ
ニ
タ
ー
、
携
帯
型
超
音

波
診
断
装
置
、
輸
液
ポ
ン
プ
、
救
急
医
療
器
材
、
医
療
品
、
バ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等

（
関
連
記
事
23
頁
）



 圭 陵 会 々 報  圭 陵 会 々 報第335号 第335号平成24年（2012） ７月１日 平成24年（2012） ７月１日 233

医
学
部
形
成
外
科
学
講
座　
教
授　
　

小　
林　
誠
一
郎

　
圭
陵
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
鈴
木
一
幸
医
学
部
長
の
後
任
と
し
て
、
医

学
部
教
授
会
の
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、
理
事
会
の
決
定

を
受
け
、
四
月
一
日
付
で
医
学
部
長
を
拝
命
致
し
ま
し

た
。
様
々
な
解
決
す
べ
き
問
題
が
山
積
み
さ
れ
て
い
る

こ
の
時
期
に
医
学
部
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

こ
と
は
、
身
に
余
る
重
責
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
鈴
木

一
幸
前
医
学
部
長
の
御
業
績
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
全
体
の

調
和
を
旨
と
し
て
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
を
進
め
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
私
が
村
井
病
院
長
よ
り
副
院
長
業

務
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
て
以
来
、
長
ら
く
病
院
運
営
に

携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
導
入
に
始
ま
り
、

診
療
録
の
中
央
化
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
の
立
ち

上
げ
、
医
療
材
料
の
見
直
し
、
医
療
安
全
・
感
染
対
策

の
拡
充
等
々
様
々
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。「
任
を
遂
行
で
き
た
」
な
ど
と
は
到
底
申
し
上
げ

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
幸
い
に
も
関
係
各
位
ま
た
職
員
の
皆

様
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
協
力
・
前
向
き
の
一
歩
を
感
じ
な

が
ら
、
そ
れ
を
は
げ
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
日
ま

で
大
過
な
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
が
し

て
お
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
験
の
中
で
目
指
し
て
き
た
こ
と
は

「
医
療
技
術
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
よ
り
良
き
医

療
の
提
供
」
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、「
よ
り
良
き
医

療
の
提
供
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
教
育
・
研
究
の
中
に

生
か
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
薬
学
部
が
加
わ
り
、
本
学
が
医
歯
薬
総
合
大

学
と
し
て
新
た
に
歩
み
を
始
め
て
六
年
目
を
迎
え
ま

す
。
教
育
面
で
は
三
学
部
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入

を
は
じ
め
、
研
究
面
で
は
医
歯
薬
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

が
活
発
な
研
究
体
制
を
充
実
さ
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
三
学
部
の
横
断
性
と
各
学
部
の
独
自
性
、
す

な
わ
ち
縦
と
横
の
リ
ン
ク
が
本
学
の
特
徴
で
あ
り
、
さ

ら
な
る
基
盤
形
成
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
除
い
た
医
学
部
独
自
の
教
育

に
目
を
転
じ
れ
ば
、
休
む
暇
の
な
い
座
学
お
よ
び
実
習

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
履
修
内
容
を
効
率
良
く
習

得
す
る
工
夫
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、毎
年
、

各
学
年
数
名
の
留
年
者
が
出
る
こ
と
は
、
大
変
悩
ま
し

い
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　
厳
し
い
入
学
の
難
関
を
突
破
し
、
受
験
勉
強
か
ら
の

解
放
感
で
ホ
ッ
と
し
た
時
期
の
一
、
二
学
年
か
ら
、
医

師
に
な
る
と
い
う
初
心
を
忘
れ
ず
、
勉
学
の
習
慣
を
怠

る
こ
と
な
く
過
ご
す
こ
と
が
重
要
な
鍵
で
は
な
か
ろ
う

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
あ
っ
て
も
勉
強
の

継
続
と
積
み
重
ね
が
躓
く
前
の
強
固
な
杖
と
な
る
よ
う

指
導
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
加
え
て
、
留
年
人

数
を
減
少
さ
せ
る
べ
く
、
さ
ら
な
る
改
善
策
を
検
討
し

て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
要
な
履
修
範
囲
の
提
示

と
そ
の
理
解
、
不
十
分
な
習
得
部
分
の
明
確
化
と
そ
れ

に
対
す
る
補
強
策
な
ど
、
定
員
増
を
も
踏
ま
え
、
重
点

課
題
と
し
て
今
後
と
も
継
続
し
た
改
善
を
図
る
所
存
で

す
。

　
研
究
面
等
に
目
を
移
す
と
、
今
年
度
は
震
災
関
連
の

各
種
大
型
補
助
が
策
定
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
時
点

で
決
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
被
災
地
の
健
康
コ

ホ
ー
ト
、災
害
医
学
推
進
関
連
事
業
、心
の
ケ
ア
サ
ポ
ー

ト
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。被
災
地
支
援
を
基
盤
と
し
、

岩
手
県
医
療
全
体
の
向
上
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
ま
た
、

全
国
に
発
信
で
き
る
モ
デ
ル
事
業
と
す
る
べ
く
、
大
学

全
体
と
し
て
取
り
組
む
大
き
な
課
題
で
す
。
一
方
で
、

矢
巾
へ
の
病
院
移
転
と
い
う
大
き
な
事
業
が
控
え
て
お

り
、
本
年
度
は
大
学
変
革
の
さ
ら
な
る
一
歩
を
踏
み
出

す
年
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。
良
い
医
療
の
提
供
、
ま
た

教
育
と
研
究
の
基
盤
と
な
る
大
学
の
発
展
を
目
ざ
し
、

確
実
な
歩
み
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
圭
陵
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
物
心
両
面
か
ら
の

ご
援
助
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す

が
、
継
続
し
た
ご
協
力
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

医
学
部
長
就
任
の
ご
挨
拶　
　
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
付　

学
校
法
人
岩
手
医
科
大
学
名
誉
理
事
長
（
前
理
事
長
）

岩
手
医
科
大
学
名
誉
学
長
（
元
学
長
）

圭
陵
会　
顧
問

　
　
大　
堀      

勉  

先
生 

逝
去
せ
ら
る

　
大
堀　
勉 

先
生
（
八
十
七
才
）
に
は
、
か
ね
て
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ

六
月
七
日
午
後
五
時
四
十
三
分
ご
逝
去
に
な
り
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
告
別
式
は
学
校
法
人
岩
手
医
科
大
学
に
よ
る
法
人
葬
を
も
っ
て
左
記
の
と

お
り
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

      　
　
　
　
記

　
日　
時　
平
成
二
十
四
年
七
月
七
日
（
土
）
午
後
一
時

　
場　
所　
岩
手
県
民
会
館
（
盛
岡
市
内
丸
十
三
ノ
一
）

　
葬
儀
委
員
長

　
学
校
法
人
岩
手
医
科
大
学  

理
事
長
・
学
長  

小
川     

彰　

 

殿

故 

大　
堀     

勉 

圭
陵
会
顧
問 　
略
歴（
岩
手
医
科
大
学
・
圭
陵
会
を
主
と
し
た
）

本
籍
地 

福
島
県　
　
大
正
一
四
年　
三
月
八
日
生  

学
歴
等

昭
和 

一
七
年 

三
月 

福
島
県
立
会
津
中
学
校
卒
業

昭
和 

一
九
年 

四
月 

岩
手
医
学
専
門
学
校
入
学

昭
和 

二
四
年 

三
月 

岩
手
医
学
専
門
学
校
卒
業
（
医
専
一
七
期
）

昭
和 

二
四
年 

四
月 

国
立
千
葉
病
院
に
お
い
て
病
院
実
施
修
練（
昭
和
二
五
年
三
月
迄
）

昭
和 

三
四
年 

六
月 

医
学
博
士

職　
歴

昭
和 

二
五
年 

一
二
月 

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
外
科
学
講
座
副
手
嘱
託

昭
和 

二
七
年 

二
月 

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
泌
尿
器
科
学
講
座
に
転
ず

昭
和 

二
九
年 

一
月 

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
泌
尿
器
科
学
講
座
助
手
任
用

昭
和 

三
五
年 

二
月 

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
泌
尿
器
科
学
講
座
講
師
昇
任

昭
和 

三
六
年 

五
月 

岩
手
医
科
大
学
医
学
部
皮
膚
泌
尿
器
科
学
講
座
助
教
授
任
用

昭
和 

三
六
年 

七
月 

圭
陵
会
幹
事
就
任 

（
昭
和
五
四
年
六
月
迄
）

昭
和 

四
一
年 

四
月 

岩
手
医
科
大
学
医
学
部
泌
尿
器
科
学
講
座
教
授
昇
任

 

（
平
成　
五
年
三
月
迄
）

昭
和 

五
四
年 

四
月 

学
校
法
人
岩
手
医
科
大
学
評
議
員
就
任 

（
平
成
二
四
年
二
月
迄
）

昭
和 

五
四
年 

七
月 

圭
陵
会
副
会
長
就
任 

（
昭
和
六
三
年
六
月
迄
）

昭
和 

五
九
年 

四
月 

岩
手
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
就
任 （
昭
和
六
〇
年
三
月
迄
）

 
 

 

学
校
法
人
岩
手
医
科
大
学
理
事
就
任 

（
平
成
二
四
年
二
月
迄
）

昭
和 

六
〇
年 

四
月 

岩
手
医
科
大
学
医
学
部
長
就
任 

（
昭
和
六
三
年
三
月
迄
）

昭
和 

六
三
年 

一
月 

岩
手
医
科
大
学
第
七
代
学
長
就
任 

（
平
成　
八
年
一
月
迄
）

平
成 

二
年 

五
月 

学
校
法
人
岩
手
医
科
大
学
第
七
代
理
事
長
就
任

 

（
平
成
二
四
年
二
月
迄
）

平
成 

四
年 

七
月 

圭
陵
会
顧
問
就
任

平
成 

五
年 

四
月 

岩
手
医
科
大
学
名
誉
教
授

平
成 

一
六
年 

八
月 

岩
手
医
科
大
学
名
誉
学
長

平
成 

二
四
年 

三
月 

学
校
法
人
岩
手
医
科
大
学
名
誉
理
事
長

賞　
罰

平
成 

九
年 

五
月 

岩
手
県
勢
功
労
者
表
彰

平
成 

一
二
年 

四
月 

勲
二
等
瑞
宝
章
受
章

平
成 

一
二
年 

一
一
月 

盛
岡
市
勢
振
興
功
労
者
表
彰

平
成 

一
二
年 

一
二
月 

福
島
県
会
津
坂
下
町
名
誉
町
民

平
成 

一
三
年 

一
一
月 

福
島
県
外
在
住
功
労
者
知
事
表
彰
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圭
陵
会
の
諸
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
平
素
よ
り

さ
ま
ざ
ま
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
た
び
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
付

け
で
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
前
院
長
の
小
林
先
生
の
力
量
に
は
到
底
及
び
ま
せ

ん
が
、
先
生
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
微
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
現
在
医
療
は
変
革
の
中
に
あ
り

ま
す
。
全
国
の
医
療
施
設
で
は
施
設
内
の
設
備
が
ど
ん

ど
ん
様
変
わ
り
し
、
先
進
・
高
度
医
療
の
導
入
、
日
常

業
務
の
効
率
化
、
治
療
行
為
の
標
準
化
な
ど
が
日
進
月

歩
で
推
し
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
医
科
学
の
進

歩
を
医
療
現
場
に
取
り
入
れ
る
必
然
性
、
医
療
を
取
り

巻
く
厳
し
い
経
営
環
境
へ
の
対
応
、
同
業
施
設
と
の
競

争
な
ど
に
起
因
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の

意
味
で
先
ほ
ど
言
及
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
流
れ

は
当
然
起
こ
っ
て
し
か
る
べ
き
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
実
際

の
医
療
業
務
に
携
わ
る
人
々
の
生
活
や
思
い
と
い
う
側

面
は
シ
ス
テ
ム
改
善
と
同
じ
比
重
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
考
え
て
み
ま
す
と
、
シ
ス
テ
ム
や
環
境
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
も
そ
の
中
心
に
い
る
の
は
つ
ね
に

心
と
身
体
を
持
っ
た
人
間
で
す
。
こ
の
前
提
を
お
ろ
そ

か
に
は
で
き
ず
、
か
つ
そ
こ
に
医
療
そ
の
も
の
の
改
善

の
可
能
性
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
医

療
現
場
で
働
く
人
々
が
ゆ
と
り
の
許
さ
れ
る
条
件
で
患

者
さ
ん
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
余
裕
を
持
っ
た

接
遇
が
容
易
と
な
る
で
し
ょ
う
し
、
自
ら
の
作
業
を
客

観
的
に
眺
め
る
時
間
が
十
分
に
持
て
れ
ば
、
施
設
の
管

理
・
運
営
シ
ス
テ
ム
改
善
に
資
す
る
ア
イ
デ
ア
が
湧
き

出
る
で
し
ょ
う
し
、
体
調
十
分
で
そ
の
日
の
医
療
行

為
を
準
備
・
実
践
す
れ
ば
ミ
ス
や
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
頻

度
も
減
少
す
る
は
ず
で
す
。
も
と
よ
り
医
療
従
事
者
の

職
務
は
不
規
則
勤
務
と
過
重
労
働
で
特
徴
づ
け
ら
れ
、

最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
仕
事
を
す
る
と
い
う
機
会

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
が
、
そ
れ
で

も
、
人
間
の
心
身
に
少
し
で
も
プ
ラ
ス
に
な
る
環
境
・

シ
ス
テ
ム
調
整
と
い
う
目
標
は
き
わ
め
て
重
要
と
考
え

ま
す
。
医
療
関
係
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
は
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
側
に
も
良
好
な
結
果
を
も
た
ら
す
と
思
い
ま

す
。
病
院
で
働
く
方
々
の
安
全
を
守
り
、
安
心
し
て
業

務
に
専
念
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
環
境
作
り
を
心
が
け

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
の
大
震
災
は
附
属
病
院
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
発
災
後
の
停
電
や
物
資
の
不

足
、
交
通
機
関
の
麻
痺
な
ど
は
各
部
署
に
深
刻
な
事
態

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
林
病
院
長
の
指
揮

の
下
、
職
員
の
方
々
の
懸
命
の
努
力
で
病
院
の
機
能
が

ほ
ぼ
維
持
さ
れ
、
入
院
・
外
来
部
門
の
被
害
も
最
小
限

に
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
病
院
職
員
の
皆
様
の
底
力
と
も
い
う

べ
き
も
の
を
感
じ
、
協
力
し
て
困
難
を
克
服
す
る
と
い

う
連
携
の
妙
に
感
動
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
力

は
、
こ
れ
か
ら
の
病
院
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
大
変

貴
重
な
も
の
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
を
今
後
の
病
院
運
営

に
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
が
今
考
え
る
べ
き
こ
と
の
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
は
近
い
将
来
の
移
転
に
向

け
て
も
っ
と
も
重
大
な
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
病
院
の
将
来
計
画
は
、
岩
手
県
の
復
興
計
画
と
軌

を
一
に
し
て
立
案
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

震
災
後
の
窮
状
を
よ
り
良
い
医
療
総
合
施
設
の
建
設
プ

ラ
ン
と
準
備
段
階
へ
と
昇
華
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
の
大
事
な
時
期
に
あ
り
ま
し
て
、
今
後

圭
陵
会
の
先
生
方
の
ご
助
力
と
ご
支
援
が
是
非
と
も
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何
卒
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、以
上
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

医
学
部
神
経
精
神
科
学
講
座　
教
授　
　

酒　
井　
明　
夫

附
属
病
院
長
就
任
の
ご
挨
拶　
　
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
付　
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三
田
俊
次
郎
は
、
今
日
の
岩
手
医
科
大
学
の
創
立
者

で
あ
り
、
全
生
涯
を
医
療
事
業
、
育
英
事
業
、
慈
善
事

業
に
尽
く
し
た
「
限
り
な
い
人
間
愛
の
人
」
と
し
て
、

ま
た
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
郷
土
の
発
展
に
寄
与
し

た
人
物
と
し
て
、
盛
岡
市
先
人
記
念
館
に
も
顕
彰
さ

れ
、
知
ら
れ
て
い
る
。

　

 

一
．
医
師
と
な
っ
て　

　
俊
次
郎
は
、
盛
岡
藩
士
三
田
義
魏
を
父
に
、
文
久
三

（
一
八
六
三
）
年
、
盛
岡
に
生
ま
れ
た
。
五
才
時
が
明

治
維
新
で
あ
る
か
ら
、
時
代
の
大
き
な
変
わ
り
目
を
文

明
開
化
と
と
も
に
生
き
た
と
言
え
よ
う
。
幼
い
頃
か
ら

腕
白
の
ガ
キ
大
将
で
、
柿
や
栗
の
木
に
人
を
か
き
わ
け

て
真
っ
先
に
登
り
、
と
っ
た
実
は
自
分
の
分
が
無
く
な

る
の
も
か
ま
わ
ず
、み
ん
な
に
分
け
て
や
っ
た
と
い
う
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
俊
次
郎
の
生
涯
を
象
徴
し
て
い

る
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
二
十
二
才
で
県
立
甲
種
医

学
校
を
卒
業
、
二
十
三
才
で
医
術
開
業
免
許
状
を
受
け

る
。
二
十
八
才
の
時
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
選
科
、

眼
科
学
を
修
了
、
盛
岡
市
内
加
賀
野
に
三
田
眼
科
医
院

を
開
設
す
る
。
俊
次
郎
は
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
、
種
々

の
事
業
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
二
．
病
院
等
の
創
設

　
俊
次
郎
の
業
績
と
し
て
、
ま
ず
上
げ
ら
れ
る
の
が
、

病
院
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
施
設
の
創
設
で
あ
る
。
閉

鎖
中
だ
っ
た
元
の
県
立
病
院
を
借
り
受
け
て
開
設
し
た

「
私
立
岩
手
病
院
」、 

結
核
治
療
施
設
「
岩
手
サ
ナ
ト
リ

ウ
ム
」、
さ
ら
に
精
神
病
患
者
の
た
め
の
「
岩
手
保
養

院
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
医
療
施
設
は
、
俊
次
郎

の
病
に
苦
し
む
人
を
ひ
と
り
で
も
多
く
救
い
た
い
と
い

う
切
実
な
願
い
に
よ
り
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
俊

次
郎
は
、
貧
困
者
で
病
気
に
な
っ
た
者
の
救
済
に
驚
く

ほ
ど
積
極
的
で
、
し
か
も
こ
れ
が
長
年
に
わ
た
っ
て
広

範
囲
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。
私
立
岩
手
病
院
に
は
、
当

初
か
ら
貧
民
に
対
す
る
無
料
診
療
を
行
う
施
療
部
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
保
養
院
は
、「
こ

の
世
の
中
で
、
最
も
憐
れ
む
べ
き
は
、
結
核
患
者
と
精

神
病
者
そ
し
て
癩
者
の
三
者
で
あ
る
」
と
い
う
俊
次
郎

の
考
え
に
よ
っ
て
、
県
内
唯
一
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
あ

る
い
は
東
北
初
の
精
神
病
院
と
し
て
、
損
益
を
無
視
し

て
創
設
さ
れ
大
き
な
赤
字
も
意
に
介
さ
ず
、
経
営
が
続

け
ら
れ
た
。
俊
次
郎
は
後
に
こ
れ
ら
の
事
業
推
進
の
た

め
に
、（
財
）岩
手
済
生
会
を
発
足
さ
せ
る
が
、
そ
れ
は

「
医
療
を
受
ク
ル
資
力
無
キ
者
ヲ
救
護
ス
ル
ヲ
目
的
」

と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
三
．
医
学
専
門
学
校
の
創
設

　
医
療
施
設
の
開
設
と
平
行
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、

医
療
従
事
者
の
育
成
で
あ
る
。
岩
手
県
初
の
「
産
婆
看

護
婦
学
校
」
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
郷
土
に
無
医
村

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、「
私
立
岩
手
医
学
校
」
も

創
設
し
た
。
こ
の
医
学
校
は
十
年
間
で
廃
校
と
な
っ
て

し
ま
う
が
、
こ
の
志
は
消
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
、

「
岩
手
医
学
専
門
学
校
」
の
創
立
と
い
う
俊
次
郎
の
生

岩
手
医
科
大
学
創
立
者　
三
田
俊
次
郎
の
業
績

前
盛
岡
市
先
人
記
念
館
長　
吉　
丸　
蓉　
子
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涯
に
お
け
る
最
大
の
事
業
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
一
個
人
病
院
を
基
盤
と
し
て
、
東
北
の
一
地
方

都
市
に
、
医
学
専
門
学
校
開
校
の
認
可
を
得
る
と
い
う

こ
と
は
、
な
ま
易
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
が
、
悲

願
で
あ
っ
た
無
医
村
の
解
消
と
郷
土
発
展
の
た
め
に
と

い
う
情
熱
が
、
す
べ
て
の
困
難
を
押
し
切
っ
た
と
言
え

る
。
兄
義
正
の
援
助
も
あ
っ
た
が
俊
次
郎
の
ひ
た
押
し

の
行
動
力
が
開
校
に
こ
ぎ
つ
け
る
の
で
あ
る
。
私
立
岩

手
病
院
を
医
専
の
付
属
病
院
と
し
共
に
発
展
の
途
に
つ

く
が
、
こ
う
し
て
成
っ
た
盛
岡
の
学
都
化
が
、
郷
土
発

展
の
た
め
に
寄
与
し
た
功
績
は
計
り
知
れ
な
い
。  

　
四
．
育
英
事
業

　
俊
次
郎
は
、
育
英
事
業
や
学
校
経
営
に
も
力
を
入
れ

た
。
こ
れ
は
、
俊
次
郎
の
母
キ
ヨ
の
志
を
継
い
だ
も
の

で
も
あ
る
。
俊
次
郎
の
母
キ
ヨ
は
、
花
巻
近
郊
の
郷
士

の
娘
で
ほ
と
ん
ど
無
学
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
が
、
子

女
の
教
育
に
は
信
念
を
も
っ
て
あ
た
り
、
四
男
三
女
す

べ
て
に
十
分
な
教
育
を
施
し
り
っ
ぱ
に
育
て
上
げ
て

い
る
。
そ
の
後
は
、
自
ら
積せ
き
錙し

育
英
会
を
作
り
、
倹
約

節
約
を
し
て
積
み
立
て
た
金
子
を
、
貧
し
い
家
の
子
ど

も
た
ち
の
学
資
と
し
て
用
立
て
て
い
る
。
俊
次
郎
は
兄

義
正
ら
五
名
と
、
母
キ
ヨ
に
学
び
毎
月
拠
金
を
し
て
必

要
な
子
弟
に
学
費
を
貸
与
す
る
岩
手
育
英
会
を
創
設
す

る
と
と
も
に
、
俊
次
郎
個
人
で
三
田
医
学
奨
励
会
を
つ

く
り
、
帝
大
医
学
部
に
進
む
者
へ
の
学
費
援
助
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
恩
恵
を
受
け
た
中
に
は
、
俊
次
郎

の
嗣
子
と
な
り
岩
手
医
科
大
学
長
と
な
っ
た
三
田
定
則

を
は
じ
め
、
東
京
女
子
医
大
学
長
・
久
慈
直
太
郎
、
九

州
大
学
名
誉
教
授
・
小
野
寺
直
助
、
東
北
大
学
名
誉
教

授
・
井
上
勝
治
郞
、岩
手
医
大
教
授
・
今
泉
亀
徹
、同
・

足
沢
三
之
助
な
ど
多
数
い
る
。三
田
医
学
奨
励
会
に
は
、

こ
の
学
資
金
に
た
い
す
る
形
式
的
な
返
済
は
無
く
、
返

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
何
ら
か
の
形
で
返
し
て
貰
う
と

い
う
ア
バ
ウ
ト
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
倹
約
家
で

有
名
で
あ
っ
た
俊
次
郎
だ
が
、
一
旦
お
金
を
貸
し
て
し

ま
う
と
催
促
は
一
切
し
な
か
っ
た
。
が
、
奨
学
金
の
返

済
が
あ
る
と
そ
の
義
理
人
情
を
喜
ん
で
、
く
り
か
え
し

家
人
に
語
っ
た
と
い
う
。
こ
の
育
英
事
業
の
推
進
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
俊
次
郎
は
、
医
療
や
郷
土
の
発
展
に

は
人
材
の
育
成
が
不
可
欠
で
、
そ
の
た
め
に
は
教
育
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
て
い
た
。
医
学
校
、

医
学
専
門
学
校
の
創
設
だ
け
で
な
く
、
作
人
館
中
学
、

盛
岡
実
科
女
学
校
、
岩
手
高
等
予
備
校
、
岩
手
商
業
学

校
な
ど
種
々
の
学
校
を
創
設
す
る
と
と
も
に
運
営
に
携

わ
っ
た
。
俊
次
郎
の
学
校
創
設
と
い
う
教
育
へ
の
情
熱

に
も
、
母
キ
ヨ
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
五
．
世
の
た
め
人
の
た
め

　
貧
し
い
者
、弱
い
者
、困
っ
て
い
る
者
た
ち
を
前
に
、

黙
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
こ
の
人
を
慈
し
む
精

神
こ
そ
、
俊
次
郎
を
あ
ら
わ
す
と
言
え
る
。
学
校
、
病

院
経
営
な
ど
の
自
ら
の
事
業
に
専
心
す
る
か
た
わ
ら
、

盲
啞
学
校
、
岩
手
保
護
院
、
岩
手
育
児
院
、
岩
手
養
育

院
な
ど
、
障
害
者
、
釈
放
者
、
孤
児
、
寡
婦
な
ど
の
保

護
事
業
に
も
つ
ね
に
関
わ
っ
て
い
た
。
同
時
に
、
看
護

婦
、
車
夫
、
使
用
人
な
ど
身
の
回
り
の
す
べ
て
の
人
を

気
に
か
け
よ
く
面
倒
を
見
、
殆
ど
自
分
を
顧
み
る
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
俊
次
郎
は
、独
裁
的
な
ワ
ン
マ
ン
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
通
常
人
の
倍
に
も
三
倍
に
も
匹
敵
す
る
事
業
を

な
し
得
る
に
は
、
さ
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

俊
次
郎
は
倹
約
家
、
節
約
家
さ
ら
に
は
吝
嗇
家
と
し
て

有
名
で
あ
っ
た
。自
ら
の
日
常
は
華
美
を
嫌
い
質
素
で
、

衣
服
は
同
じ
も
の
を
何
年
も
着
て
い
た
と
い
う
。
七
十

九
才
の
天
寿
を
全
う
す
る
が
、
残
さ
れ
た
財
産
は
、
み

す
ぼ
ら
し
い
家
屋
の
他
、
何
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
け

ち
と
悪
口
を
言
わ
れ
な
が
ら
、
得
る
お
金
の
す
べ
て
、

持
て
る
財
産
の
す
べ
て
を
、 

赤
字
経
営
の
サ
ナ
ト
リ
ウ

ム
や
保
養
院
に
、
病
院
経
営
や
学
校
経
営
に
、
さ
ら
に

は
育
英
資
金
に
と
、
つ
ぎ
込
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
限

り
な
い
人
間
愛
を
も
っ
て
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽

く
し
た
偉
大
な
人
生
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

広
報
局
よ
り

　
本
号
で
は
、
元
盛
岡
市
先
人
記
念
館
長
の
吉
丸
蓉
子

先
生
が
岩
手
医
科
大
学
医
師
会
報
第
1
0
7
号
に
寄
稿

さ
れ
ま
し
た
内
容
を
、
吉
丸
先
生
の
ご
許
可
を
い
た
だ

き
、
全
国
の
圭
陵
会
員
に
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
は
、
矢
巾
キ
ャ
ン
パ
ス
で
岩
手
医
科
大
学

教
職
員
、
医
・
歯
・
薬
１
年
生
及
び
い
わ
て
高
等
教

育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
一
環
と
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ

い
た
内
容
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
又
岩
手
医
科
大
学
報

ｖ
ｏ
ｌ
．4
2
6
に
も
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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医
学
部
形
成
外
科
学
講
座　
教
授　
　

小　
林　
誠
一
郎

　
圭
陵
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
鈴
木
一
幸
医
学
部
長
の
後
任
と
し
て
、
医

学
部
教
授
会
の
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、
理
事
会
の
決
定

を
受
け
、
四
月
一
日
付
で
医
学
部
長
を
拝
命
致
し
ま
し

た
。
様
々
な
解
決
す
べ
き
問
題
が
山
積
み
さ
れ
て
い
る

こ
の
時
期
に
医
学
部
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

こ
と
は
、
身
に
余
る
重
責
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
鈴
木

一
幸
前
医
学
部
長
の
御
業
績
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
全
体
の

調
和
を
旨
と
し
て
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
を
進
め
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
私
が
村
井
病
院
長
よ
り
副
院
長
業

務
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
て
以
来
、
長
ら
く
病
院
運
営
に

携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
導
入
に
始
ま
り
、

診
療
録
の
中
央
化
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
の
立
ち

上
げ
、
医
療
材
料
の
見
直
し
、
医
療
安
全
・
感
染
対
策

の
拡
充
等
々
様
々
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。「
任
を
遂
行
で
き
た
」
な
ど
と
は
到
底
申
し
上
げ

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
幸
い
に
も
関
係
各
位
ま
た
職
員
の
皆

様
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
協
力
・
前
向
き
の
一
歩
を
感
じ
な

が
ら
、
そ
れ
を
は
げ
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
日
ま

で
大
過
な
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
が
し

て
お
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
験
の
中
で
目
指
し
て
き
た
こ
と
は

「
医
療
技
術
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
よ
り
良
き
医

療
の
提
供
」
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、「
よ
り
良
き
医

療
の
提
供
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
教
育
・
研
究
の
中
に

生
か
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
薬
学
部
が
加
わ
り
、
本
学
が
医
歯
薬
総
合
大

学
と
し
て
新
た
に
歩
み
を
始
め
て
六
年
目
を
迎
え
ま

す
。
教
育
面
で
は
三
学
部
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入

を
は
じ
め
、
研
究
面
で
は
医
歯
薬
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

が
活
発
な
研
究
体
制
を
充
実
さ
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
三
学
部
の
横
断
性
と
各
学
部
の
独
自
性
、
す

な
わ
ち
縦
と
横
の
リ
ン
ク
が
本
学
の
特
徴
で
あ
り
、
さ

ら
な
る
基
盤
形
成
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
除
い
た
医
学
部
独
自
の
教
育

に
目
を
転
じ
れ
ば
、
休
む
暇
の
な
い
座
学
お
よ
び
実
習

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
履
修
内
容
を
効
率
良
く
習

得
す
る
工
夫
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、毎
年
、

各
学
年
数
名
の
留
年
者
が
出
る
こ
と
は
、
大
変
悩
ま
し

い
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　
厳
し
い
入
学
の
難
関
を
突
破
し
、
受
験
勉
強
か
ら
の

解
放
感
で
ホ
ッ
と
し
た
時
期
の
一
、
二
学
年
か
ら
、
医

師
に
な
る
と
い
う
初
心
を
忘
れ
ず
、
勉
学
の
習
慣
を
怠

る
こ
と
な
く
過
ご
す
こ
と
が
重
要
な
鍵
で
は
な
か
ろ
う

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
あ
っ
て
も
勉
強
の

継
続
と
積
み
重
ね
が
躓
く
前
の
強
固
な
杖
と
な
る
よ
う

指
導
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
加
え
て
、
留
年
人

数
を
減
少
さ
せ
る
べ
く
、
さ
ら
な
る
改
善
策
を
検
討
し

て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
要
な
履
修
範
囲
の
提
示

と
そ
の
理
解
、
不
十
分
な
習
得
部
分
の
明
確
化
と
そ
れ

に
対
す
る
補
強
策
な
ど
、
定
員
増
を
も
踏
ま
え
、
重
点

課
題
と
し
て
今
後
と
も
継
続
し
た
改
善
を
図
る
所
存
で

す
。

　
研
究
面
等
に
目
を
移
す
と
、
今
年
度
は
震
災
関
連
の

各
種
大
型
補
助
が
策
定
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
時
点

で
決
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
被
災
地
の
健
康
コ

ホ
ー
ト
、災
害
医
学
推
進
関
連
事
業
、心
の
ケ
ア
サ
ポ
ー

ト
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。被
災
地
支
援
を
基
盤
と
し
、

岩
手
県
医
療
全
体
の
向
上
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
ま
た
、

全
国
に
発
信
で
き
る
モ
デ
ル
事
業
と
す
る
べ
く
、
大
学

全
体
と
し
て
取
り
組
む
大
き
な
課
題
で
す
。
一
方
で
、

矢
巾
へ
の
病
院
移
転
と
い
う
大
き
な
事
業
が
控
え
て
お

り
、
本
年
度
は
大
学
変
革
の
さ
ら
な
る
一
歩
を
踏
み
出

す
年
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。
良
い
医
療
の
提
供
、
ま
た

教
育
と
研
究
の
基
盤
と
な
る
大
学
の
発
展
を
目
ざ
し
、

確
実
な
歩
み
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
圭
陵
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
物
心
両
面
か
ら
の

ご
援
助
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す

が
、
継
続
し
た
ご
協
力
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

医
学
部
長
就
任
の
ご
挨
拶　
　
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
付　

学
校
法
人
岩
手
医
科
大
学
名
誉
理
事
長
（
前
理
事
長
）

岩
手
医
科
大
学
名
誉
学
長
（
元
学
長
）

圭
陵
会　
顧
問

　
　
大　
堀      

勉  

先
生 

逝
去
せ
ら
る

　
大
堀　
勉 

先
生
（
八
十
七
才
）
に
は
、
か
ね
て
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ

六
月
七
日
午
後
五
時
四
十
三
分
ご
逝
去
に
な
り
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
告
別
式
は
学
校
法
人
岩
手
医
科
大
学
に
よ
る
法
人
葬
を
も
っ
て
左
記
の
と

お
り
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

      　
　
　
　
記

　
日　
時　
平
成
二
十
四
年
七
月
七
日
（
土
）
午
後
一
時

　
場　
所　
岩
手
県
民
会
館
（
盛
岡
市
内
丸
十
三
ノ
一
）

　
葬
儀
委
員
長

　
学
校
法
人
岩
手
医
科
大
学  

理
事
長
・
学
長  

小
川     

彰　

 

殿

故 

大　
堀     

勉 

圭
陵
会
顧
問 　
略
歴（
岩
手
医
科
大
学
・
圭
陵
会
を
主
と
し
た
）

本
籍
地 

福
島
県　
　
大
正
一
四
年　
三
月
八
日
生  

学
歴
等

昭
和 

一
七
年 

三
月 

福
島
県
立
会
津
中
学
校
卒
業

昭
和 

一
九
年 

四
月 

岩
手
医
学
専
門
学
校
入
学

昭
和 

二
四
年 

三
月 

岩
手
医
学
専
門
学
校
卒
業
（
医
専
一
七
期
）

昭
和 

二
四
年 

四
月 

国
立
千
葉
病
院
に
お
い
て
病
院
実
施
修
練（
昭
和
二
五
年
三
月
迄
）

昭
和 

三
四
年 

六
月 

医
学
博
士

職　
歴

昭
和 

二
五
年 

一
二
月 

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
外
科
学
講
座
副
手
嘱
託

昭
和 

二
七
年 

二
月 

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
泌
尿
器
科
学
講
座
に
転
ず

昭
和 

二
九
年 

一
月 

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
泌
尿
器
科
学
講
座
助
手
任
用

昭
和 

三
五
年 

二
月 

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
泌
尿
器
科
学
講
座
講
師
昇
任

昭
和 

三
六
年 

五
月 

岩
手
医
科
大
学
医
学
部
皮
膚
泌
尿
器
科
学
講
座
助
教
授
任
用

昭
和 

三
六
年 

七
月 

圭
陵
会
幹
事
就
任 

（
昭
和
五
四
年
六
月
迄
）

昭
和 

四
一
年 

四
月 

岩
手
医
科
大
学
医
学
部
泌
尿
器
科
学
講
座
教
授
昇
任

 

（
平
成　
五
年
三
月
迄
）

昭
和 

五
四
年 

四
月 

学
校
法
人
岩
手
医
科
大
学
評
議
員
就
任 

（
平
成
二
四
年
二
月
迄
）

昭
和 

五
四
年 

七
月 

圭
陵
会
副
会
長
就
任 

（
昭
和
六
三
年
六
月
迄
）

昭
和 

五
九
年 

四
月 

岩
手
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
就
任 （
昭
和
六
〇
年
三
月
迄
）

 
 

 

学
校
法
人
岩
手
医
科
大
学
理
事
就
任 

（
平
成
二
四
年
二
月
迄
）

昭
和 

六
〇
年 

四
月 

岩
手
医
科
大
学
医
学
部
長
就
任 

（
昭
和
六
三
年
三
月
迄
）

昭
和 

六
三
年 

一
月 

岩
手
医
科
大
学
第
七
代
学
長
就
任 

（
平
成　
八
年
一
月
迄
）

平
成 

二
年 

五
月 

学
校
法
人
岩
手
医
科
大
学
第
七
代
理
事
長
就
任

 

（
平
成
二
四
年
二
月
迄
）

平
成 

四
年 

七
月 

圭
陵
会
顧
問
就
任

平
成 

五
年 

四
月 

岩
手
医
科
大
学
名
誉
教
授

平
成 

一
六
年 

八
月 

岩
手
医
科
大
学
名
誉
学
長

平
成 

二
四
年 

三
月 

学
校
法
人
岩
手
医
科
大
学
名
誉
理
事
長

賞　
罰

平
成 

九
年 

五
月 

岩
手
県
勢
功
労
者
表
彰

平
成 

一
二
年 

四
月 

勲
二
等
瑞
宝
章
受
章

平
成 

一
二
年 

一
一
月 

盛
岡
市
勢
振
興
功
労
者
表
彰

平
成 

一
二
年 

一
二
月 

福
島
県
会
津
坂
下
町
名
誉
町
民

平
成 

一
三
年 

一
一
月 

福
島
県
外
在
住
功
労
者
知
事
表
彰


